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イーサネット設定

イーサネット設定

イーサネットインターフェースに関連する設定を行います。

1. 必要に応じて、以下の各項目を設定してください。

2. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

DNSホスト名

本製品のホスト名を 20文字以下の半角英数字とハイフンで入力してください。数字で始まるホスト名が許

されます。先頭、末尾がハイフンのホスト名は許されません。デフォルトは「AT-TQ2403EX」です。この

ホスト名は、Webブラウザーのタイトルバーに表示されます。
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イーサネット設定

ゲストネットワーク

ゲストネットワークは、不特定多数のユーザーが認証なしで接続できる無線ネットワークです。このネット

ワークを公開する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択してください。デフォルトは「無効」です。

ゲストネット用ワークには「セキュリティー」/「セキュリティー」画面の設定は適用されません。

また、ゲストネットワークを有効にする場合は、次の項目も設定する必要があります。

• 「バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク」を「有効」に設定

• 「内部ネットワークインターフェース」の設定

• 「ゲストネットワークインターフェース」の設定

• 「無線 LAN設定」画面の「ゲストネットワーク設定」へのゲストネットワーク名（SSID）の設定

• 「ゲストログイン」の「ゲストの接続時ウェルカム画面」の設定

✎ ゲストネットワーク、バーチャル・ワイヤレス・ネットワークは、WDS機能と併用できません。

バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク

イーサネットポートで VLANを有効にするか否かを設定します。VLANを使用する場合は「有効」、しな

い場合は「無効」を選択してください。デフォルトは「無効」です。

✎ VLANを有効にすると、本製品との通信が切断されることがあります。接続先機器もVLANタグ（802.1Q）に
対応していることを確認し、本製品をタグ付きポートに接続しなおしてください。または、「管理 VLAN ID」の
値を「タグなし VLAN ID」に設定することで、切断を防止することもできます。

✎ ゲストネットワーク、バーチャル・ワイヤレス・ネットワークは、WDS機能と併用できません。

スタンバイパワーセービング

スタンバイパワーセービングを行うか否かを設定します。スタンバイパワーセービングを「有効」にすると、

有線 LAN側のリンクダウン時に通信機能を停止し、電力消費を最小限に抑えます。「無効」にすると、スタ

ンバイパワーセービングを行いません。デフォルトは「無効」です。

この機能には、以下の注意点があります。

• スタンバイパワーセービングは、電源がACアダプターから供給されているときのみ動作します。

• スタンバイパワーセービングを有効にすると、再び有線 LAN側がリンクアップしてから通信可能に

なるまで 1～2分程の時間がかかることがあります。

• WDSを使用するように設定されている場合、または無線 1、2のステータスが共に「オフ」になって

いる場合、スタンバイパワーセービングの設定は無視されます。

• スタンバイパワーセービングが「有効」のとき、リンクリレーの設定は無視されます。

高速ローミングサポート

高速ローミングサポートを行うか否かを設定します。高速ローミングサポートを「有効」にすると、高速な

ローミング（アクセスポイント間の移動）を実現するために、本製品で設定されているすべての VLANイ
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イーサネット設定

ンターフェースよりブロードキャスト XIDフレームが送信されます。デフォルトは「有効」です。通常は

「有効」にしてお使いください。「無効」にすると、ブロードキャスト XIDフレームは送信されません。使

用環境により、無線クライアントがローミングした際に通信の復帰に時間がかかることがあります。XIDフ

レームの送信が問題となる場合は「無効」に設定してください。

内部ネットワークインターフェースの設定

項目名 説明

MACアドレス 本製品の内部ネットワークインターフェースのMACアドレスが表示されま

す。

VLAN ID 本製品の VLAN IDを 1～4094で指定します。

「バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク」が「有効」のとき入力が可能で

す。

管理 VLAN ID 本製品の管理用 VLAN IDを 1～4094で指定します。

VLAN IDを入力したとき、同一の値がこの欄にも入力されます。

管理用 VLANには、Web設定画面を使用して本製品の設定を変更する設定

用コンピューターや、外部 RADIUSサーバーなどを接続します。

「バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク」が「有効」のとき入力が可能で

す。

タグなし VLAN VLANタグを持たないパケットの取り扱い方法を決めます。

「有効」の場合、指定した VLAN IDを持つパケットをイーサネットポート

から送信するとき、タグを取り除きます。また、イーサネットポートから

VLANタグなしのパケットを受信したとき、指定した VLAN IDを持つパ

ケットとして扱います。デフォルトは「無効」です。「バーチャル・ワイヤ

レス・ネットワーク」が「有効」のとき設定が可能です。

タグなし VLAN ID 内部ネットワークインターフェースの VLAN ID、管理用 VLAN ID、ゲス

トネットワークの VLAN ID、バーチャル・ワイヤレス・ネットワークの

VLAN IDのうち、タグなし（UNTAGGED）にしたい VLANの IDを指

定します。

「タグなし VLAN」が「有効」のとき入力が可能です。

表 1:

✎ 管理 VLAN IDを使用するように設定されている場合でも、本製品の管理機能に対して送信されたタグなしのフ
レームを受信します。管理機能が送信するフレームには常にタグが付加されます。

管理用コンピューター
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イーサネット設定

項目名 説明

管理用コンピューターの

限定

本製品を管理するコンピューターを限定するか否か。
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イーサネット設定

限定する場合は「有効」、限定しない場合は「無効」を選択します。

デフォルトは「無効」です。

管理用コンピューターの

IPアドレス

管理用コンピューターの IPアドレスを入力します。

（例）192.168.1.150

表 2:

アクセスの制御

項目名 説明

無線 LAN からの本体宛

アクセスの禁止

無線 LANから本製品に対する通信を制限する場合は「有効」、許可する場

合は「無効」を選択します。

表 3:

✎ 「無線 LANからの本体宛アクセスの禁止」を「有効」にすると、無線クライアントに対する PINGは実行でき
ません。

IPアドレスの設定

項目名 説明

IPアドレスの取得 「DHCP」または「スタティック IP」を選択します。デフォルトは「スタ

ティック IP」です。

表 4:

スタティック IP

「スタティック IP」を選択した場合、以下の項目を入力します。

項目名 説明

スタティック IPアドレス 本製品の IPアドレスを指定します。デフォルトは「192.168.1.230」です。

サブネットマスク サブネットマスクを指定します。デフォルトは「255.255.255.0」です。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを指定します。デフォルトは「192.168.1.254」で

す。

表 5:

✎ IPアドレスを変更すると、本製品との通信が切断されます。設定を継続する場合は、変更後の IPアドレスで
Web設定画面に再ログインしてください。

✎ 「サブネットマスク」に「0.0.0.0」を設定しないでください。
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イーサネット設定

DHCP

「DHCP」を選択した場合、以下の項目を入力します。

項目名 説明

DHCP経由で DNSを設

定する

DHCPサーバーから取得したDNSサーバーのアドレスを使用するか否か。

DHCPサーバーから取得したアドレスを使用する場合は「オン」、手入力す

る場合は「オフ」を選択します。

デフォルトは「オフ」です。

DNSネームサーバー 「DHCP経由でDNSを設定する」が「オフ」の場合、プライマリーDNS

サーバー（上側）、セカンダリーDNSサーバー（下側）の IPアドレスを入

力します。

ひとつのみ入力する場合は、上側の欄に入力してください。

DNSドメイン 「DHCP経由でDNSを設定する」が「オフ」の場合、63文字以内でDNS

ドメインを入力します。

半角英数字、ハイフン、ピリオドが使用できます。

ピリオド区切りの各文字列の先頭、末尾はハイフン以外の文字にしてくださ

い。

ピリオドを含まないドメイン名も許されます。

（例）your.domain.com

表 6:

ゲストネットワークインターフェースの設定

項目名 説明

MACアドレス ゲストネットワークの本製品のMACアドレスが表示されます。

VLAN ID ゲストネットワークの VLAN IDを入力します。

「ゲストネットワーク」が「有効」のとき入力が可能です。

サブネット ゲストネットワークのサブネットマスクが表示されます。

表 7:
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無線 LAN設定

無線 LAN設定

無線 LANの設定を行います。

1. 必要に応じて、以下の各項目を設定してください。

2. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

802.11d Regulatory Domainサポート

ビーコンに国情報を含めるか否かを設定します。含める場合は「有効」、含めない場合は「無効」を選択して

ください。デフォルトは「有効」です。

IEEE802.11h

IEEE 802.11hの対応状況が表示されます。利用時は常に「有効」です。

無線インターフェース 1
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無線 LAN設定

項目名 説明

MACアドレス 無線インターフェース 1のMACアドレスが表示されます。

モード 「IEEE 802.11a」のみが選択可能です。この設定は「無線」の「モード」と

連動します。

チャンネル 使用するチャンネルを下記から選択します。

Auto/36/40/44/48/52/56/60/64

デフォルトは「36」です。この設定は、「無線 LAN設定」の「チャンネル」

と連動します。

リンクリレー 有線 LAN側のリンクダウン時に無線 LAN 側のリンクを切断するか否か

（無線 LANの切断により、無線クライアントに他のアクセスポイントへの

移動を促します）。切断する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択し

てください。デフォルトは「無効」です。

表 8:

✎ WDSブリッジが設定されているときは、リンクリレー機能は動作しません。

無線インターフェース 2

項目名 説明

MACアドレス 無線インターフェース 2のMACアドレスが表示されます。

モード 「IEEE 802.11b」または「IEEE 802.11g」が選択可能です。デフォルトは

「IEEE 802.1g」です。この設定は「無線」の「モード」と連動します。

チャンネル 使用するチャンネルを下記から選択します。

802.11b Auto/1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13/14

802.11g Auto/1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13

デフォルトは「6」です。この設定は、「無線 LAN設定」の「チャンネル」

と連動します。

リンクリレー 有線 LAN側のリンクダウン時に無線 LAN 側のリンクを切断するか否か

（無線 LANの切断により、無線クライアントに他のアクセスポイントへの

移動を促します）。切断する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択し

てください。デフォルトは「無効」です。

表 9:

✎ チャンネル 14（802.11b）は外部アンテナでの使用が禁止されています。外部アンテナを使用する場合は、「14」
以外のチャンネルに設定してください。

✎ WDSブリッジが設定されているときは、リンクリレー機能は動作しません。

長距離無線設定
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無線 LAN設定

項目名 説明

接続アンテナ数 本製品に接続するアンテナの本数を指定します。「1本」のみが選択可能で

す。外部アンテナのケーブルは、本製品のアンテナ端子ANT1に接続しま

す。

表 10:

内部ネットワーク設定

項目名 説明

MACアドレス 内部ネットワークのMACアドレスが表示されます。

SSID ネットワーク名（SSID）を設定します。32文字以下の半角英数記号で入力

します。

大文字、小文字は区別されます。デフォルトは「allied」です。この SSID

は、無線 1、2の両方に適用されます。

表 11:

ゲストネットワーク設定

項目名 説明

MACアドレス ゲストネットワークのMACアドレスが表示されます。

SSID ゲストネットワークのネットワーク名（SSID）を設定します。

32文字以下の半角英数記号で入力します。

大文字、小文字は区別されます。デフォルトは「allied guest」です。

表 12:
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無線

無線

無線の設定を行います。本ページの設定は「無線 LAN設定」にも反映されます。

1. 「無線」で無線バンドを選択します。

2. 「ステータス」で選択した無線バンドを使用するか否かを設定します。

3. 「モード」で通信プロトコルを選択します。

4. 必要であれば、その他のパラメーターを設定します。

5. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

✎ 「無線 1」または「無線 2」のどちらか一方のステータスを変更すると、もう一方の無線も一時的にリンクダウン
します。

✎ IEEE 802.11a（W52/W53）は屋外での使用が禁止されています。外部アンテナを使用する場合は、「無線 1」の
「ステータス」を「オフ」に設定してください。

✎ チャンネル 14（無線 2、802.11b）は外部アンテナでの使用が禁止されています。外部アンテナを使用する場合
は、「14」以外のチャンネルに設定してください。
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✎ この画面は「無線 2」の「ステータス」を「オン」にした状態です。

項目名 説明

無線 設定を行う無線バンドを選択します。

「1」は、5GHz帯の無線の設定を行います。

詳細設定 AT-TQ2403EXリファレンスマニュアル 3.4
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無線

「2」は、2.4GHz帯の無線の設定を行います。

ステータス 選択した無線バンドを使用するか否か。

使用する場合は「オン」、しない場合は「オフ」を選択します。

デフォルトは「オフ」です。

モード 使用する通信プロトコルを選択します。

「無線」が「1」の場合、「IEEE 802.11a」のみが選択可能です。

「無線」が「2」の場合、「IEEE 802.11b」または「IEEE 802.11g」が選択可

能です。

この設定は、「無線 LAN設定」の「モード」と連動します。

Super AG Super A/Gモードを使用するか否か。

使用する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択します。デフォルト

は「無効」です。

この機能は、データのバースト転送や圧縮により、通信速度を早くします。

接続する無線クライアントもこの機能をサポートしていなければなりませ

ん。

Extended Range（XR） Extended Rangeを使用するか否か。

使用する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択します。デフォルト

は「無効」です。

この機能は、受信感度を上げることにより通信距離を伸ばします。

壁や仕切りがある屋内でも効果があります。

接続する無線クライアントもこの機能をサポートしていなければなりませ

ん。

（注）VWN機能を使用する場合は、Extended Rangeを「無効」に設定し

てください。

チャンネル 無線通信で使用するチャンネルを選択します。

無線 1 802.11a Auto/36/40/44/48/52/56/60/64

無線 2 802.11b Auto/1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13/14

無線 2 802.11g Auto/1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/11/12/13

デフォルトは「無線」が「1」の場合「36」、「無線」が「2」の場合「6」で

す。この設定は、「無線 LAN設定」の「チャンネル」と連動します。

ビーコン間隔 本製品が周期的に送信するビーコン信号の送信間隔を、20～2000の数値（ミ

リ秒）で設定します。デフォルトは「100」です。

DTIM間隔 本製品が送信するビーコンに、DTIM（Delivery Traffic Information Map）

を挿入する割合を、1～255の数値で設定します。デフォルトは「2」です。

「2」はビーコンを 2回送信するうちの 1回にDTIMを挿入します（DTIM

を持つビーコンと持たないものが交互に送信されます）。

DTIMは、無線クライアントが省電力モードで動作しているとき、無線クラ

イアント宛に送信すべきパケットが存在することを無線クライアントに通知

します。
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無線クライアントが通信可能な状態になれば、本製品は無線クライアント宛

にパケットを送信します。

この値を大きくすると省電力の効果は高くなりますが、応答が悪くなりま

す。

パケット分割しきい値 パケットを分割（Fragmentation）して送信する場合の、分割の基準となる

パケットサイズを 256～2346の数値（バイト数）で設定します。

設定した数値より大きいパケットは分割して送信します。

ただし、「2346」を設定するとパケットの分割を行いません。デフォルトは

「2346」です。

通信状態が悪く、大きなパケットでは再送が発生するような環境では、送信

するパケットサイズを小さくすることにより、状況が改善することがありま

す。

しかしながら、通常はこのサイズの変更はお勧めいたしません。

RTSしきい値 パケットを送信する前に、RTS（送信要求）パケットを送る場合の基準とな

るパケットサイズを 0～2347の数値で設定します。

指定したパケットサイズより大きいサイズのパケットを送信する場合に、

RTSパケットを送信します。

ただし、「2347」を設定すると RTSパケットを送信しません。デフォルトは

「2347」です。

RTSしきい値を低く設定すると、頻繁に RTSパケットが送信されます。

これは、より多くの無線帯域を消費しますが、通信トラフィックが多い場合

や干渉を受けているネットワークでは、コリジョンや干渉が改善されること

があります。

しかしながら、通常はこのサイズの変更はお勧めいたしません。

最大ステーション数 本製品に接続（アソシエイト）可能な無線クライアント数を 0～2007の数値

で設定します。

「0」に設定した場合、無線クライアントは接続されません。デフォルトは

「50」です。

送信出力 本製品の電波出力の強度を下記から選択します。デフォルトは「100%」で

す。

1%/5%/10%/20%/30%/40%/50%/60%/70%/80%/90%/100%

レートセット サポート

本製品でサポートさせたいレート（通信速度）を選択します。

選択するレートにチェックをつけてください。

デフォルトは、本製品がサポートするすべての速度が選択されています。

無線 1　802.11a　54Mbps/48Mbps/36Mbps/24Mbps/18Mbps/12Mbps/9Mbps/6Mbps

無線 2　 802.11b　 11Mbps/5.5Mbps/2Mbps/1Mbps

無線 2　802.11g　54Mbps/48Mbps/36Mbps/24Mbps/18Mbps/12Mbps/11Mbps/9Mbps

詳細設定 AT-TQ2403EXリファレンスマニュアル 3.4
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ベーシック

本製品に接続してくるステーション（無線クライアントや他のアクセスポイ

ント）が、本製品への接続を許されるために最低限サポートしていなけれ

ばならないサポート・レートセットです。ステーションのサポート・レート

セットに、このベーシック・レートセットのひとつでも欠けていると接続は

許されません。一般的なステーションのサポート・レートセットはベーシッ

ク・レートセットより高いレートを含んでいるので、通常はベーシック・レー

トセットより高いレートで接続します。通常は変更の必要はありません。

「サポート」で選んだレートの中から選択します。選択するレートにチェッ

クをつけてください。

デフォルトは以下のとおりです。

無線 1　 802.11a　 24Mbps/12Mbps/6Mbps

無線 2　 802.11b　 2Mbps/1Mbps

無線 2　 802.11g　 11Mbps/5.5Mbps/2Mbps/1Mbps

モードで「IEEE 802.11g」を選択すると、IEEE 802.11b/g両方の無線クラ

イアントをサポートします。

IEEE 802.11bによる接続を許可しない場合は、サポート/ベーシックの両方

で 11Mbps以下のすべてのレートのチェックを外してください。

ブロードキャスト/マルチ

キャスト速度制限

ブロードキャスト/マルチキャスト速度制限を行うか否か。

行う場合は「チェックあり」、行わない場合は「チェックなし」にします。

デフォルトは「チェックなし」です。

他の機器の ARPリクエストやDHCPメッセージなど、ブロードキャスト

やマルチキャストは、ネットワーク上のほとんどの機器にとって自分には関

係ないものです。

この機能を有効にすると、ネットワークに送信される冗長なパケットの数を

制限します。この速度制限にかかってしまったパケットは、通常あとで再送

信されます。

速度制限 1～50の数値（パケット/秒）で設定します。デフォルトは「50」です。

この速度制限を下回る場合、すべてのトラフィックは送信先に送信されま

す。

バースト時の速度制限 「速度制限」の設定値～75の数値（パケット/秒）で設定します。

デフォルトは「75」です。

この速度制限を上回るトラフィックは、間欠的なバーストとなります。

表 13:

16 AT-TQ2403EXリファレンスマニュアル 3.4
613-001582 Rev.B

詳細設定



VWN

VWN

バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク（VWN）は、本製品上に仮想的なアクセスポイントを作り出す機

能です。VWNとVLANを組み合わせることにより（VLAN IDごとに SSIDを割り当てることにより）、1

台の本製品をあたかも複数のアクセスポイントが存在するかのように動作させることができます。最大 14

個のバーチャル・ワイヤレス・ネットワークが使用できます（推奨 5個まで）。

1. 「バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク」が「有効」となっていることを確認してください。「無効」

の場合は、このリンクをクリックし「イーサネット設定」画面の「バーチャル・ワイヤレス・ネット

ワーク」を「有効」にしてください。

2. 希望の VWN番号の「有効」にチェックを入れます。

3. 「VLAN ID」に、他の VLAN IDと重複しない数値を入力します。

4. 「SSID」「最大ステーション数」「SSIDのブロードキャスト」「セキュリティー」を設定します。「セ

キュリティー」については、「セキュリティー」/「セキュリティー」を参照してください。これらの

設定は、無線 1、2の両方に適用されます。

✎ 無線インターフェース 1（IEEE 802.11a、W52/W53）は屋外での使用が禁止されています。

5. 「適用」ボタンをクリックしてください。

✎ VWN機能は、WDS機能と併用できません。

✎ VWN機能を使用する場合は、「詳細設定」/「無線」画面の Extended Rangeを「無効」に設定してください。

✎ 有効な VWNの数が増えると、本製品の CPUの負荷が高くなりスループットが低下します。有効にする VWN
の数は、5個までにすることをお勧めします。

✎ 有効な VWNの数が多くなると、MACフィルタリングの設定が、すぐに反映されないことがあります。VWN
とMACフィルタリングを併用する場合は、MACフィルタリングの設定後に本製品を再起動してください。

✎ 各々の VWNを有効にし、いったん無効にしてから再度有効にすると、VWNの設定のうち、VLAN IDの設定
だけが削除されます。SSIDやセキュリティーなどの設定は残ります。

詳細設定 AT-TQ2403EXリファレンスマニュアル 3.4
613-001582 Rev.B

17



VWN

✎ この画面は「イーサネット設定」画面の「バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク」を「有効」に設定し、「VWN1」
の「有効」にチェックを入れた状態です。

項目名 説明

VWN バーチャル・ワイヤレス・ネットワークの番号 1～14です。

有効 該当のVLANを有効にするか否か。有効にする場合は「チェックあり」、無

効にする場合は「チェックなし」にします。デフォルトは「チェックなし」

です。たくさんの VWNを有効にすると本製品の CPUの負荷が高くなり、

通信速度が低下します。有効にするVWNの数は、5個までにすることをお

勧めします。
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VLAN ID VLAN IDを 1～4094の数字で入力します。

SSID 指定した VLAN IDに対応付ける、ネットワーク名（SSID）を設定します。

32文字以下の半角英数記号で入力します。デフォルトは「Virtual Wireless

Network 1～14」です。

最大ステーション数 個々のVLANに接続（アソシエイト）可能な無線クライアント数を 0～2007

の数値で設定します。「0」に設定した場合、無線クライアントは接続されま

せん。デフォルトは「50」です。

SSIDのブロードキャスト SSIDをブロードキャストするか否か。

「チェックあり」にすると、ビーコン信号にネットワーク名を含みます。

SSIDが未設定であるか、ANYが設定されている無線クライアントから、本

製品のネットワーク名を検出することが可能となります。

「チェックなし」にすると、ビーコン信号にネットワーク名を含みません。

SSIDが未設定であるか、ANYが設定されている無線クライアントからは、

本製品のネットワーク名を検出できません。

無線クライアントを本製品に接続するためには、無線クライアントに本製品

と同じ SSIDを設定しておかなければなりません。セキュリティー対策のた

めには、「チェックなし」にすることをお勧めします。デフォルトは「チェッ

クなし」です。

セキュリティー セキュリティーモードを設定します。「無し」「スタティック WEP」

「IEEE802.1x」「WPA パーソナル」「WPA エンタープライズ」から選択

してください。デフォルトは「無し」です。「セキュリティー」については、

「セキュリティー」/「セキュリティー」を参照してください。

表 14:

✎ 「VWN」画面の「セキュリティー」で「スタティックWEP」を選択した場合、「オープンシステム」認証が行わ
れます。
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WDS

WDS（Wireless Distribution System）は、無線通信でアクセスポイント間をブリッジする機能です。この

機能により、LAN同士の接続や、無線サービスエリアの拡大が可能となります。

以下の点に注意して、設定してください。

• WDSの設定は、接続する 2台に対して行ってください。

• 最大 4台までWDS接続することができます。

• WDS接続を行うもの同士は、同一の IEEE 802.11モード、同一の無線チャンネルを設定してください。

• WDSで接続しているもの同士は、多重にWDS接続することはできません（複数のリモートアドレ

ス欄に、同一のMACアドレスを入力しないでください）。

• WDSブリッジ単独でも、イーサネットとWDSブリッジの組み合わせのどちらにおいても、ループ

を作らない構成にしてください。

✎ 「設定例」/「WDSで LAN間をブリッジする」を参照してください。

WDSは、下記の制限があります。

• VWN（バーチャル・ワイヤレス・ネットワーク）、ゲストネットワークとの併用はできません。

WDSと下記の機能の併用はお勧めいたしません。

• クラスター機能

• 無線クライアントに対する接続サービスの提供

WDS接続の設定

1. 「無線」で「2」（2.4GHz帯）を選択します。

✎ 無線インターフェース 1（IEEE 802.11a、W52/W53）は屋外での使用が禁止されています。

2. 「リモートアドレス」に接続相手のMACアドレスを入力します。「←」をクリックすると、リストか

ら選択できます（「アクセスポイントの検出」が「有効」である場合）。

3. 暗号化の認証方式を選択します。

4. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

5. 接続相手の本製品に対しても、同様に設定します。
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項目名 説明

無線 WDSで使用する無線バンドを選択します。

「1」は、5GHz帯の無線を使用します。

「2」は、2.4GHz帯の無線を使用します。

ローカルアドレス 本製品のMACアドレスが表示されます。

リモートアドレス WDSを構成する他の無線アクセスポイントのMACアドレスを入力します。

「ステータス」の「隣接アクセスポイント」で「アクセスポイントの検出」

が「有効」の場合、入力欄の右の「←」ボタンをクリックすると、現在動作

中の通信可能なアクセスポイントの選択リストが表示されます。

「←」はトグルボタンになっており、クリックするごとに、リストの表示、

非表示が切り替わります。

暗号化 WDSの通信における暗号化の認証方式を選択します。

「無し（プレーンテキスト）」は、暗号化を行いません。

「WEP」は、固定キーをもとに RC4アルゴリズムによる暗号化を行います。

個別の認証は行いません。
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「WPA（PSK）」は、共通の事前共有キーをもとに個別のキーを生成、アク

セスポイント間で認証と暗号化を行います。WEPよりも強度の高い暗号化

が可能です。

「セキュリティー」の設定が「WPAパーソナル」または「WPAエンター

プライズ」の場合に選択できます。セキュリティー対策のためには、「WPA

（PSK）」にすることをお勧めします。デフォルトは「無し（プレーンテキス

ト）」です。

表 15:

WEP

「WEP」を選択した場合、以下の項目を入力します。WDSを構成するもう一方のアクセスポイントにも同

一の設定を施します。

項目名 説明

WEP WEPの「有効」または「無効」を選択します。デフォルトは「無効」です。

キーの長さ WEPキーの強度を「64ビット」「128ビット」「152ビット」から選択しま

す。デフォルトは「128ビット」です。

キーのタイプ WEPキーの生成方法を「ASCII」「16進数」から選択します。デフォルトは

「16進数」です。

必要な文字数 「キーの長さ」と「キーのタイプ」の設定によって、WEPキーとして必要

な文字数が表示されます。

WEPキー 「必要な文字数」に表示された文字数のWEPキーを、「キーのタイプ」が

「ASCII」の場合は任意の半角英数記号で、「16進数」の場合は 16進数（0～

9、A～F、a～f）で入力します。

表 16:

WPA（PSK）

「WPA（PSK）」を選択した場合、以下の項目を入力します。WDSを構成するもう一方のアクセスポイント

にも同一の設定を施します。「WPAバージョン」および「暗号スイート」は「セキュリティー」/「セキュ

リティー」画面の設定が適用されます。

項目名 説明

SSID WDS接続で使用するネットワーク名（SSID）を 1～32文字の半角英数記号

で入力します。

「基本設定」画面、または「詳細設定」/「イーサネット設定」画面の「ネット

ワーク名（SSID）」とは異なる名前を入力してください。また、複数のWDS

接続を行うときは、それぞれのWDS接続には異なった SSIDを入力してく

ださい。
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キー 事前共有キーを 8～63文字の半角英数記号で入力します。

表 17:

✎ WDSの「暗号化」で「WPA（PSK）」を使用する場合、「セキュリティー」/「セキュリティー」画面の「WPA
パーソナル」または「WPAエンタープライズ」の「暗号スイート」のチェックボックスの設定（チェックの組み
合わせ）は、WDSで接続するもの同士、完全に同一となるようにしてください。設定が異なっていると、WDS
接続ができません。

WDS接続の解除

1. 「無線」で「2」（2.4GHz帯）を選択します。

2. 「リモートアドレス」に入力されているMACアドレスを削除します。

3. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

4. 接続相手の本製品に施した設定に対しても、同様にして削除します。
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ゲストログイン

ゲストログイン

ゲスト接続時のログイン画面の設定を行います。

1. 必要に応じて、以下の各項目を設定してください。

2. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

ゲスト接続時ウェルカム画面

ゲスト接続してくるユーザーに対して、セキュリティーが無効である旨の注意を促すメッセージを表示する

か否かを設定します。表示する場合は「有効」、しない場合は「無効」を選択してください。デフォルトは

「無効」です。

ウェルカム画面のテキスト

「ゲスト接続時ウェルカム画面」が「有効」の場合、ゲスト接続時に表示されるメッセージを 1000文字以内

の半角英数記号で入力します。デフォルトでは下記が表示されます。

Thank you for using wireless Guest Access as provided by this AT-TQ2403EX. Upon clicking ”Ac-

cept”, you will gain access to our wireless guest network. This network allows complete access to the

Internet but is external to the corporate network. Please note that this network is not configured to

provide any level of wireless security.
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MACフィルタリング

MACフィルタリング

特定のMACアドレスからの接続の許可または禁止を行います。

1. 必要に応じて、以下の各項目を設定してください。

2. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

✎ 有効な VWNの数が多くなると、MACフィルタリングの設定が、すぐに反映されないことがあります。VWN
とMACフィルタリングを併用する場合は、MACフィルタリングの設定後に本製品を再起動してください。

フィルター

「リスト上のステーションのみを許可する」は、指定したMACアドレスからの接続のみを許可します。

「リスト上の全てのステーションをブロックする」は、指定したMACアドレスからの接続を禁止します。

デフォルトは、「リスト上のステーションのみを許可する」です。

✎ ご購入時は「無線クライアントのリスト」が空であるため、無線クライアントのすべての接続が許可されません。

✎ 「無線クライアントのリスト」に本製品が持つMACアドレスを登録しないでください。

無線クライアントのリスト

フィルターするMACアドレスのリストです。

リストからの削除
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MACフィルタリング

1. 「無線クライアントのリスト」のMACアドレスを選択します。

2. 「削除」ボタンをクリックしてください。

リストへの追加

1. 入力欄にMACアドレスを入力します。0～9、a～f、A～Fが使用できます。一桁の数値を入力する

場合は、「0」を補ってください。（例）「0A」「3B」

2. 「追加」ボタンをクリックしてください。1024件のエントリーが登録可能です。
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負荷分散

負荷分散

負荷分散機能は、帯域使用率に応じて接続する無線クライアント数の制限を行い、特定のチャンネル、アク

セスポイント（本製品）に接続が集中しないよう、負荷のバランスを取ります。設定された帯域使用率を超

過した場合、下記が実行されます。

• 新規無線クライアントの接続の拒否

• 既に接続されている無線クライアントの接続の解除

複数台の本製品が用意されていれば、接続を拒否または解除された無線クライアントは別の本製品に接続し

ます（ローミング）。

✎ 各アクセスポイントには同一の SSIDとセキュリティーを設定します。また、各アクセスポイントを接近させる
ときや、お互いが干渉してしまうときは、使用するチャンネルを重ならないように設定します。

✎ 無線インターフェース 1（IEEE 802.11a、W52/W53）は屋外での使用が禁止されておりますので、無線インター
フェース 1と 2にまたがる負荷分散はできません。

この機能を使用する場合は、次の手順を実行してください。

1. 「無線」で「2」を選択します。

2. 「負荷分散」で「有効」を選択します。

3. 必要に応じて、その他の項目を設定します。

4. 「適用」ボタンをクリックしてください。設定は直ちに反映されます。

項目名 説明

無線 負荷分散を適用する無線インターフェースを選択します。
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負荷分散

負荷分散 負荷分散を行うか否か。

行う場合は「有効」、行わない場合は「無効」を選択します。

デフォルトは「無効」です。

新規接続を停止する使用

率

本製品の帯域使用率（無線）を 0～100（パーセント）で設定します。

本製品の通信負荷がここで設定した値を越えた場合、新規クライアントの接

続を拒否します。

「0」に設定した場合、新規クライアントの接続を拒否しません。

デフォルトは「0」です。

接続解除する使用率 本製品の帯域使用率（無線）を 0～100（パーセント）で設定します。

本製品の通信負荷がここで設定した値を越えた場合、既に接続しているクラ

イアント数が「接続解除を行わない無線クライアント数」で設定した台数以

下となるよう、クライアントとの接続を切断します。

「0」に設定した場合、既に接続しているクライアントの接続を切断しませ

ん。

デフォルトは「0」です。

接続解除を行わない無線

クライアント数

接続クライアント数の上限数を 1～2007（台、推奨接続台数は 20）で設定し

ます。

本製品の通信負荷が「接続解除する使用率」で設定した値を越えた場合、ク

ライアントの接続数がここで設定した値以下になるようにクライアントの接

続を切断します。

「0」に設定した場合、「接続解除する使用率」で設定した帯域使用率の値に

かかわらず、既に接続しているクライアントの接続は切断されません。

デフォルトは「0」です。

表 18:
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不正 APトラップ

不正 APトラップ

不正APトラップ機能は、「既知のアクセスポイントのリスト」に記述されていないアクセスポイントが検出

されたとき、SNMPトラップを送信すると同時にイベントとして記録する機能です。ご購入時には、この機

能は無効となっています。

項目名 説明

アクセスポイントの検出 本製品の周辺に存在するアクセスポイントを検出するか否か。「有効」にす

ると検出、「無効」にすると検出しません。

検出間隔 不正アクセスポイントを検出する間隔を指定します。15分、30分、1時間、

3時間、5時間、10時間、1日、1週間、2週間、4週間が設定できます。デ

フォルトは「15分」です。

既知のアクセスポイント

のリスト

イベントとして記録しないアクセスポイントのリストです。最大 200件まで

登録できます。リストに何も登録されていないとき、不正APトラップ機能

は無効になります。

表 19:

この機能を使用する場合は、次の手順を実行してください。

1. 「アクセスポイントの検出」で「有効」を選択してください。なお、この「アクセスポイントの検出」

は、「ステータス」/「隣接アクセスポイント」画面に存在するものと同一です。

2. イベントとして記録しないアクセスポイントのMACアドレスを設定します。手順は、下記の「リス

トへの追加」を参照してください。

3. 「適用」ボタンをクリックしてください。
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不正 APトラップ

✎ 「既知のアクセスポイントのリスト」に本製品が持つMACアドレスを登録しないでください。

✎ 「既知のアクセスポイントのリスト」にブロードキャストアドレスやマルチキャストアドレスを設定しないでく

ださい。

✎ 「ステータス」/「イベント」、「ステータス」/「隣接アクセスポイント」に関連情報があります。

リストからの削除

1. 「既知のアクセスポイントのリスト」のMACアドレスを選択します。

2. 「削除」ボタンをクリックしてください。

リストへの追加

1. 入力欄にMACアドレスを入力します。一桁の数値を入力する場合は、「0」を補ってください。（例）

「0A」「3B」

2. 「追加」ボタンをクリックしてください。
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